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研究報告
文学者・作品ゆかりの地を巡る観光コースの開発
－函館市を事例として－
菊地 達夫
北翔大学短期大学部こども学科
抄 録
本稿は，小説を含む文学作品を題材として，一定の地理的空間を事例としながら，作品内容
を補完できるような観光コースを開発することを目的とした。
その結果，現代小説と石川啄木を題材として，観光コースの構想を示した。また，地理的空
間として，函館市内と函館を起点とした広域なものに分けた。
キーワード：文学者，文学作品，函館市，観光コース
Ⅰ．は じ め に
現在，観光対象となる資源は，広がりをみせている。
これまで，観光資源になりえないと考えられてきたもの
が，脚光を浴びることも珍しくない。例えば，アニメ等
をはじめとするコンテンツツーリズムの台頭がある。ア
ニメはもともと，娯楽であるが，その領域を超え，観光
資源化した。よって，新しい観光資源には，もともと別
の目的で生み出され，その後に観光的要素を加え，発展
したものが多い。
コンテンツツーリズムは，新しい観光形態であるが，
対象となるものは広い。その一部は，すでに観光資源と
して定着しているものがある。例えば，小説，映画，TV
ドラマを対象としたものである。具体的には，内容の場
面となった地理的事象（場所）を巡る周遊型の観光活動
である。
本稿の目的は，小説を含む文学作品を題材として，一
定の地理的空間を事例としながら，作品内容を補完でき
るような観光コースを開発する。研究対象地域として，
函館市を取り上げる。
コンテンツツーリズムの対象として文学作品を取り上
げる理由は，以下のとおりである。文学作品は，場所を
問わず，手軽に読み楽しむことができること。加えて，
内容は，文字情報を主体としているので，創造性に富む
こと。その創造性は，観光対象物の見学・観察した前後
において活かせるものと考えた。映画やTVドラマの場
合，景観的・場面的な様子が鮮明である。それゆえ，事
前の視聴が必要となり，その上で観光対象物の見学・観
察を行う。文学作品の場合，景観的・場面的な様子が，
曖昧な分，事後に読んでも，ある程度は創造性をもちな
がら楽しむことができる。
研究対象地域の函館市は，2016年3月26日開業した北
海道新幹線の影響により，観光客の入り込み数に注目が
集まっている。それゆえ，観光コースを開発する地域と
して，適当な場所と考えた。
Ⅱ．コンテンツツーリズムに関する研究動
向と課題
すでに述べたように，コンテンツツーリズムは，新し
い観光形態であるものの，映画やTVドラマ等のロケ地
観光の類は従来から存在していた。
本章では，まず，コンテンツツーリズムの内容や研究
成果を取り上げ，その傾向を整理する。その結果，どの
ような点が課題として残されているか，明らかにする。
最初に，増渕他（2014）を用いて，コンテンツツーリ
ズムの内容を確認する。本書は，コンテンツツーリズム
学会（2012年学会設立）の主要な学会員によって分担執
筆されたものである。
コンテンツツーリズムの語は，2005年に初めて表出し
た和製英語である。2004年公布の「コンテンツの創造，
保護及び活用の促進に関する法律」によれば，コンテン
ツを映画，音楽，演劇，文芸，写真，漫画，アニメー
ション，コンピュータゲーム等のうち，教養又は娯楽の
範囲に属するもの」と定義している。
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コンテンツツーリズムとは，コンテンツ作品の舞台を
聖地と捉え，多様な観光資源を創出する中で，地域住民
と作品鑑賞者の交流を通じて，新たなまちの魅力を発
信・再発見していこうとする意欲的な観光活動である。
とりわけ，コンテンツを消費財ではなく，文化的財とし
て位置付けようとする点に大きな特色がある。その対象
は，アニメ，映画，TVドラマ，小説，ご当地ソング，
ご当地アイドルがあり，作品の作者（出身地や定住地）
も含まれる。
また，コンテンツツーリズムの推進フレームを3点示
した。それは，（1）コンテンツを活かした観光集客資源
の創出，（2）観光プロモーションの展開，（3）地域住民
の理解・共感・参画の促進である。（2）において，本稿
の研究目的である観光コースの開発を指摘している。
本書での研究視角は，コンテンツによる集客事業の事
例を紹介しながらの現状分析，地域でのマネタイズを前
提としたビジネスの可能性の分析といったものであっ
た。すなわち，コンテンツツーリズムは，地域活性化，
観光振興，地域文化創出等，どのような事業によって成
立しうるのか，明らかにしようとするものである。
その他では，増渕（2010・2011・2014）における一連
の研究成果が注目に値する。その内容は，コンテンツ
ツーリズムの概要，ご当地ソングと小説を取り上げた。
増渕（2014）では，全国各地の諸都市を舞台とした小
説を取り上げ，作品内容から都市空間（地誌的記述）を
読み込もという試みを行った。また，作品の舞台巡りを
「街歩き」と関連させ，交流人口確保の方向性の重要性
にも触れている。
以上，先行研究をみれば，コンテンツツーリズムの言
葉自体日が浅いこともあり，多様なコンテンツからの
ツーリズムの現状分析を中心としている。コンテンツ
ツーリズムをどのように発展させることができるかとい
う提案型の研究成果は少ない。本研究では，その点を補
完するものとして取り組みたい。
Ⅲ．函館市におけるコンテンツツーリズム
の現状
本章では，函館市におけるコンテンツツーリズムの現
状に着目し，どのような観光コースが立案・企画されて
いるのか，明らかとする。
1．文学者・文学作品を巡る観光コース
函館市の場合，「元町文学散歩案内」といったweb情
報がある。その内容は，以下のとおりである。また，問
い合わせ先はあるものの，現在，管理者不在の状態のよ
うである。
見学場所は，函館にゆかりのある文学者の関連物
（地）を巡るものが中心になっている。よって，函館市
における代表的な文学者・作品の足跡に触れることがで
きる。他方，文学作品の中身に着目し，場面をイメージ
できるような観光活動は難しい。
2．まちあるきマップの特色
ここでは，コンテンツツーリズムに関係する映画ロケ
地を巡るものと石川啄木のゆかりの地を巡るものを述べ
る。
函館市観光部が制作したまちあるきマップは，26種類
におよぶ（2015年現在）。まちあるきマップは，1～2
時間程度で，関係性ある内容を巡るようなに制作されて
【元町文学散歩案内】
●西部地区を文学散歩しましょう！
函館の中でも，特に旧市街地である元町界隈には多くの文学者の足跡が残っています。
出発地は函館ロープウェイ駅のすぐ下にあるFMいるか（全国最初の地域FM局）の駐車所
です。そこから，元町・末広町・大町という函館西部地区をぐるりと一周しながら，下記の
11カ所の文学散歩が出来ます。所要時間は，ゆっくりと歩いて約2時間程度です。
どうか，一度歩いてみてください。詳しいコース等をお知りになりたい方は，メールをお
寄せ下さい。
なお，コースの途中には，下記に登場する文学者たちの足跡を集めている函館市文学館も
ありますので，そちらの方へもお越し下さい。
1．国際的寺町 2．首蓿社に集う人々 3．長谷川四兄弟住居跡
4．遺愛幼稚園 5．函館西高一屋上の青春 6．函館病院 7．弥生小学校
8．新島襄渡航の地 9．東浜桟橋 10．秦家 11．亀井勝一郎生家跡
資料）http : //www7.ncv.ne.jp/~nisibori/sub1.htm 2015年5月9日閲覧。
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【函館まちあるきマップ】（函館市観光部）
●絵になる函館ロケ地巡り
約70分間
十字街電停 → 赤レンガ倉庫群・七財橋【居酒屋兆治】 → カルフォルニアベイビ 【ーい
つかギラギラする日】 → 新島橋【星に願いを】 → 元町公園【引き出しの中のラブレ
ター】 → 八幡坂 → 函館ハリスト正教会【海猫】 → 函館山ロープウェイ【Little DJ】
【居酒屋兆治】
居酒屋「兆治」では，赤レンガ倉庫群や七財橋がたびたび登場。重厚な煉瓦造りの倉庫の中
には，ショッピングモールや飲食店が並んであり，多くの観光客で賑わっている。
【いつかギラギラする日】
爆破される角町のライブハウスとして登場したカルフォルニアベイビーは，旧特定郵便局の
建物。地元では，「カリベビ」の愛称で親しまれている。
【星に願いを】
クライマックスシーンで奏が飛び降りたシーンは，新島橋で撮影された。
【引き出しの中のラブレター】
直樹が思いをよせる同級生とともに，祖父を笑わせるため，歌や踊りの練習をするシーン
は，広く海や街並みを見渡すことが出来る元町公園で撮影された。
「八幡坂」
海を見通す八幡坂は，ドラマや映画の舞台として有名。
【海猫】
広次が野田薫に愛を告げた「函館ハリストス正教会」。
【Little DJ】
クライマックスシーンが撮影された函館山御殿山第二砲台跡へ向かうためにのったロープ
ウェイ。
資料）まちあるきマップリーフレット。
図1 まちあるきマップ（映画ロケ地巡り）の事例1
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いる。
映画ロケ地を巡るものは，元町界隈を中心とした6作
品の主要な場面（感動シーン）を取り上げたものであ
る。
行程は，電停十字街から，函館山ロープウェイ山麓駅
までの約2．6㎞を約70分で巡るものである。見学場所の
間隔は，最も長いところで11分間あり，適度な時間距離
で楽しむことができる。また，見学場所は，そのほとん
どが観光資源化している。
石川啄木ゆかりの地を巡るものは，函館山山麓の宝来
町，青柳町，谷地頭町を中心とした7カ所である。行程
は，電停宝来町から，立待岬までの約2．8㎞を約90分で
巡るものである。見学時間の間隔は，最も長いところで
20分間あり，前後半で二分される。また，見学場所は，
住居跡，石碑（歌碑）等であり，有力な観光資源となっ
ている。
以上から，双方の見学場所は，すでに単体としても観
光資源化しているものが大半であった。他方，特定の
テーマを巡る内容として組み入れたことで，それらに別
な見方を与えた。とくに，単体のみでは気付きにくいも
のも，複数の関係性あるものを巡ることによって，新た
な発見を生じさせるような効果を有する。
3．函館市文学館の概要
元町界隈には，函館市立文学館が位置する。展示資料
●歌人石川啄木が魅せられた函館（地域でつくる小さな旅優秀プログラム）
約90分間
宝来町電停 → 旧入村質店（現 茶坊ひし伊） → 石川啄木居住地跡（青柳町） →
石川啄木の歌碑（函館公園内） → 新善光寺（青柳町） → 東海山地蔵堂 → 石川啄
木一族の墓／宮崎家一族ノ奥城 → 与謝野寛・晶子の歌碑
資料）まちあるきマップリーフレット。
表1 函館ゆかりの作家
（常設展示）
【2階展示室】
石 川 啄 木
【1階展示室】
今 東 光
長谷川 海太郎
高 橋 掬太郎
久 生 十 蘭
片 平 庸 人
今 日出海
水 谷 準
亀 井 勝一郎
長谷川 四 郎
齊 藤 玄
森 本 貞 子
佐 藤 泰 志
井 上 光 晴
辻 仁 成
梁 川 剛 一
宇江佐 真 理
資料）函館市文学館リー
フレットより。
図2 まちあるきマップ（歌人石川啄木）の事例2
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は，函館ゆかりの作家と石川啄木のものに分かれる。前
者では，亀井勝一郎，長谷川兄弟，久生十蘭，辻仁成，
佐藤泰志，梁川剛一らを対象として，生い立ちや主な作
品を紹介している。石川啄木の場合，函館時代の様子，
啄木歌集，啄木日記等を紹介している。
いずれも，人物紹介が中心であり，作品の場面をイ
メージできるようなものは少ない。また，上記の観光
コース（元町文学散歩案内・まちあるきマップ）との関
係性は，文学館の存在を示すに留まり，十分活かされて
いない（2015年現在）。
Ⅳ．観光コースの開発
1．開発した観光コース
ここでは，観光コースの開発として，現代小説の場面
（地理的事象）をイメージしながら巡るものと，石川啄
木の足跡（定住地）を広域・時系列に巡るものを示す。
現代小説の作品として，辻仁成の『そこに僕はいた』
（新潮文庫第33版）を取り上げる。本書は，18篇の
エッセイで構成し，作者の小学校時代から高校時代まで
の出来事を物語ったものである。辻仁成は，東京出身で
あるものの，転勤族で福岡，帯広，函館等で過ごした経
歴をもつ。本書には，福岡，帯広，函館で過ごした手書
きの記憶マップが描かれている。これを観光コースの開
発に利用できないかと考えた。函館の場合，手書きの記
憶マップは，1970年代後半（1975年～1977年）の街並み
の様子を表している。とりわけ，作者の出身高校である
函館西高校と友人宅（寮），よく立ち寄った店等の場
面・様子が，描かれている。この描かれている地域が，
元町界隈であり，地理的描写としての観光資源に恵まれ
ている。
観光コース（図5）は，自宅（現 飲食店）や函館西
高校を起点としながら，記憶マップを手がかりに，友人
宅（例：青柳青春クラブ＝下宿），下校時に立ち寄った
場所／跡地（例：ビリヤード場，レストラン，本屋等）
を探索しながら，巡るというものである。
続いて，石川啄木の足跡は，函館を起点として，札
幌，小樽，岩見沢，旭川，釧路を巡るものである。石川
啄木は，岩手県出身であるが，1907年から1908年にかけ
て，北海道の各地を転々とした。いずれの地も，居住は
短期間であったが，住宅（跡地），職場（跡地）に加え
歌碑等が残る。石川啄木ゆかりの地として，意欲的に観
光資源化しているところがあるものの，北海道での全体
像（足跡）はみえにくい。
観光コース（図6）は，石川啄木が辿った軌跡を同じ
ように巡ることで，より臨場感を演出しようとするもの
である。加えて，主要な訪問地が，道南の函館，道央の
札幌・小樽，道北の旭川，道東の釧路であり，北海道周
遊旅行としても都合が良い。多くの北海道周遊旅行は，
旅行者の興味関心やいくつかの有力な観光資源を結びつ
けて構成されている。よって，石川啄木の足跡といった
一つの統一テーマで巡ることで，物語性が生まれてくる
ことであろう。
2．観光コース開発の意義
開発した観光コースの特色は，最初から最後までを固
定化して観光対象物を巡るのではなく，統一したテーマ
でありながら，中核と関連に分け組み合わせた点にあ
る。
現代小説の場合，作者の自宅と出身高校を中核とし，
友人宅，商業・娯楽施設等を関連する観光対象物として
位置付けた。その両者をつなぐものが，作者の記憶マッ
プである。石川啄木の足跡の場合，訪問地と順番を中核
とし，住宅や職場跡，歌碑等を関連する観光対象物とし
図3 辻仁成『そこに僕はいた』（新潮文庫）表紙部分
図4 作者（辻仁成）の函館の記憶マップ
資料）辻仁成（2013）『そこに僕はいた』第33版，pp．190‐191。
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て位置付けた。
いずれも，関連する観光対象物の見学を，観光客の自
主性に任せることで，観光行動に柔軟性に応した興味関
心を入れることができる。その場所が，作者の生き様の
時間軸と空間軸の舞台であり，読書と観光の双方で創造
性を働かせることができる。さらに，徒歩活動を主体と
することで，街並みの微妙な感覚や雰囲気を受容でき，
作品で描かれる文章表現に思いを馳せることもできるだ
ろう。このような醍醐味を味わうには，交通機関の移
動・利用では難しい。
Ⅴ．お わ り に
本稿の目的は，小説を含む文学作品を題材として，一
定の地理的空間を事例としながら，作品内容を補完でき
るような観光コースを開発することであった。その結
果，現代小説と石川啄木を題材として，観光コースの構
想を示した。また，地理的空間として，函館市内と函館
を起点とする広域なものに分けた。
開発した観光コースの特色について，新規性と有効性
の観点から整理してみたい。
新規性は，観光コースのあり方として，一つの統一
テーマで構成しながら，中核的な観光対象物と関連的な
観光対象物に区分し，固定化と柔軟性を組み入れた点で
ある。その仕掛けをつなぐものとして，作者の記憶マッ
プを用いた（現代小説の場合）。
このような観光のあり方は，興味関心の異なる観光客
の多様性に応えることができるものと考えられる。
有効性は，徒歩を中心としたまちあるき観光を主体と
することで，作者の描く表現や文意を改めて問い直すこ
とができる。とりわけ，コンテンツツーリズムの中で
も，小説をはじめとする文学作品の内容は，描写的表現
に頼る部分が少ない。これが逆に，読書と観光をつなぐ
ことで，創造性を高めることができると考えた。日本各
地を題材とした文学作品は，多数あり，この手の観光
コースの汎用性も期待できる。
今後の課題は，周知のことではあるが，開発した観光
コースを，どのような形で具体化していくかという点で
ある。例えば，冊子体を含む紙情報かデジタル情報か，
または双方といった具体化が考えられる。加えて，その
情報を得た観光客は，果たして提案したように創造性を
高めながら観光行動を楽しむことができるのかといった
検証も必要性となろう。
機会をみて，これらの課題の解決をしていきたい。
付記
本稿は，第2回北海道地域観光学会全国大会（於 北
海学園北見キャンパス／2015年10月）で口頭発表した内
容を骨格とし，その後に検討を加えたものである。
また，研究活動をすすめるにあたり，平成26・27年度
北翔大学北方圏学術情報センター共同研究プロジェクト
「地域研究」の研究費を使用した。
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